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ス
ポ
ー
ツ
世
界
大
会
キ
ャ
ン
プ
地

誘
致
の
市
の
取
り
組
み
は

問
２
０
１
９
年
に
行
わ
れ
る

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
や
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
等
の
キ
ャ
ン
プ
地
の
誘

致
に
関
す
る
市
の
考
え
と
、
東

三
河
県
庁
等
と
の
連
携
は
。

答
招
致
に
よ
り
国
内
外
か
ら

の
集
客
等
の
増
加
が
見
込

ま
れ
、
東
三
河
の
活
性
化
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。
費

用
面
の
問
題
も
あ
る
が
県
や
東

三
河
県
庁
と
情
報
共
有
し
、
招

致
の
可
能
性
を
見
き
わ
め
た
い
。

大
場
康
議
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

豊
岡
町
、
三
谷
町
地
内
の

下
水
道
・
河
川
等
の
整
備
を

問
豊
岡
町
、
三
谷
町
地
内
の

第
一
種
低
層
住
居
専
用
地

域
の
暫
定
用
途
の
解
除
を
平
成

29
年
３
月
に
行
う
予
定
と
い
う

こ
と
だ
が
、
解
除
後
の
下
水
道

整
備
の
計
画
を
伺
う
。

答
30
年
度
ま
で
の
事
業
計
画

は
既
に
策
定
し
て
あ
り
、

そ
れ
以
降
と
な
る
が
、
既
に
要

望
の
あ
る
地
域
と
と
も
に
優
先

的
に
計
画
区
域
に
追
加
し
た
い
。

問
地
区
内
を
流
れ
る
硯
川
の

改
修
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答
過
去
の
浸
水
状
況
か
ら
も

早
急
に
改
修
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。
手
続
き
を
進
め
、

29
年
度
か
ら
着
手
し
た
い
。

問
陣
ノ
池
周
辺
は
排
水
量
が

増
え
浸
水
被
害
が
出
て
い

る
。
た
め
池
に
雨
水
排
水
の
調

整
機
能
を
持
た
せ
て
は
ど
う
か
。

答
浸
水
被
害
解
消
に
向
け
、

硯
川
の
改
修
断
面
の
検
討

を
行
う
た
め
の
調
査
中
で
、
あ

わ
せ
て
調
整
機
能
や
、
た
め
池

の
し
ゅ
ん
せ
つ
も
検
討
し
た
い
。

尾
崎
広
道
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

問
こ
れ
か
ら
の
市
が
進
む
全

体
像
を
明
確
に
す
る
た
め
、

市
長
の
思
い
を
込
め
た
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
（
長
期
的
な
全
体

構
想
）
を
定
め
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
の
考
え
は
。

答
市
と
し
て
は
、
10
年
ご
と

に
改
定
を
す
る
総
合
計
画

が
全
体
構
想
だ
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
の
策
定
に

あ
た
り
、
さ
ら
に
長
期
の
45
年

後
ま
で
の
市
の
姿
を
示
す
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
を
検
討
中
で
あ
り
、

27
年
度
中
に
公
表
す
る
。

駅
前
公
共
駐
車
場
に
つ
い
て

問
三
河
塩
津
駅
北
側
の
未
利

用
地
の
土
地
利
用
計
画
等

を
進
め
、
民
間
の
公
共
駐
車
場

の
誘
致
を
す
る
よ
う
な
検
討
は

ど
う
か
。

答
費
用
面
や
民
有
地
で
あ
る

こ
と
を
考
え
る
と
難
し
い
。

大
向
正
義
（
無
会
派
）

「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
は

問
中
小
企
業
の
生
産
性
改
善

や
、
増
加
す
る
外
国
人
観

光
客
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

ホ
テ
ル
等
の
設
備
投
資
が
必
要

と
感
じ
て
い
る
。
設
備
投
資
に

対
す
る
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

答
設
備
投
資
に
対
す
る
直
接

的
な
助
成
制
度
は
な
い
が
、

中
小
企
業
に
は
信
用
保
証
料
補

助
制
度
等
の
金
融
面
か
ら
支
援

し
て
い
る
。
外
国
人
観
光
客
は
、

ホ
テ
ル
ご
と
に
方
針
も
違
い
統

一
的
な
対
応
は
難
し
い
。

高
齢
者
の
利
用
す
る

公
共
施
設
の
今
後
は

問
高
齢
者
利
用
施
設
寿
楽
荘

は
大
塚
町
に
あ
り
、
西
部

方
面
に
在
住
の
方
に
は
不
便
で

あ
る
。
建
て
か
え
の
際
に
は
市

内
中
央
に
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
検
討
の
際
に
は
多
く
の
市

民
が
利
用
し
や
す
い
施
設

に
な
る
よ
う
、
場
所
の
ほ
か
規

模
や
設
備
も
含
め
検
討
し
た
い
。

鈴
木
基
夫
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

蒲
郡
市
に
お
け
る

公
契
約
の
在
り
方
は

問
公
共
事
業
に
携
わ
る
方
の

賃
金
が
非
常
に
低
い
こ
と

が
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
今
、
賃
金
の
最
低
基
準

や
労
働
条
項
を
定
め
る
公
契
約

条
例
と
い
う
枠
組
み
を
作
る
必

要
性
を
感
じ
て
い
る
。
本
市
の

公
共
事
業
の
契
約
の
現
状
は
。

答
現
在
、
本
市
の
公
共
事
業

の
契
約
の
積
算
に
お
い
て

は
、
県
の
市
場
単
価
等
を
使
用

し
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
人
件

費
も
反
映
し
て
い
る
。

問
今
後
、
本
市
で
公
契
約
条

例
を
制
定
す
る
か
ど
う
か
、

考
え
を
伺
う
。

答
公
共
事
業
に
携
わ
る
方
に

限
ら
ず
全
て
の
労
働
者
の

保
護
の
観
点
か
ら
、
労
働
基
準

法
や
最
低
賃
金
法
等
の
法
令
が

整
備
さ
れ
適
正
な
労
働
条
件
が

確
保
さ
れ
て
い
る
と
考
え
、
現

時
点
で
は
導
入
を
考
え
て
い
な

い
が
、
県
及
び
豊
橋
市
で
は
導

入
の
話
も
出
て
い
る
の
で
調
査

研
究
を
し
て
い
き
た
い
。 

寿楽荘


